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本報告書は、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発
機構（ＮＥＤＯ）の委託業務として、㈱住商アビーム自動車総合
研究所が実施した平成30年度『「戦略的イノベーション創造プログラ
ム（ＳＩＰ）自動走行システム/大規模実証実験」のうち、情報発
信事業』の成果を取りまとめたものです。
従って、本報告書の著作権は、ＮＥＤＯに帰属しており、本報告

書の全部又は一部の無断複製等の行為は、法律で認められたときを
除き、著作権の侵害にあたるので、これらの利用行為を行うときは、Ｎ
ＥＤＯの承認手続きが必要です。
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本報告書は、戦略的イノベーション創造プログラム自動走行システム／大規模実証実験 情報情報発信事
業の実施活動結果についてまとめたものである。

1.事業の背景と目的

本事業は、SIP自動走行システムは第一期の最終年度を迎えるにあたって、これまで5ヵ年にわたり産学官で
連携して取り組んできた研究開発の成果を発信するための成果発表イベントとして、「自動運転のある未来
ショーケース～あらゆる人に移動の自由を～」を開催。
本イベントでは、実証実験で利用した実機による体験型の展示や技術者と実用化に係る方々との対話等の
機会を提供すること等により、更なる社会的受容性の醸成と社会実装の加速を図ることを目的とした。
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■実施内容
本番日を平成31年2月6日(水)、7日(木)とし、実施会場を、G1駐車場に隣接している東京都有明にあるTFTホール

300およびホール1,000を使用することに決定。集客に向けてのWebサイトを立ち上げ、リーフレットを制作し、配布等を
事前広報活動を行った。会場へのロケハンやSIP-adusの研究受託者へヒアリングを行いながら、展示内容を決定。その
後、詳細な図面を制作しながら、物理的な施工方法の検討した。また、成果発表会本番に向けて、運営方法の検討を
行い、運営マニュアルを制作。
一般の方にも、わかりやすい成果発表とするため、親しみやすい名称として、「戦略的イノベーション創造プログラム(SIP)

自動運転のある未来ショーケース～あらゆる人に移動の自由を～」とした。
また、詳しい成果内容を来場者へ伝えるため、各研究受託者を招聘し、説明を行った。さらに、ガイドツアーを計画。ガイ

ドに、自動車関連のジャーナリストを起用。事前に全研究内容のレクチャーを行い実施。来場者への深い理解や高い満足
度を得られる施策とした。
会場内で放映する映像は、別途受託社であるTNS社と連携。本発表会の会場内トーン＆マナーと映像のトーン＆マ

ナーを合わせることで一体感を創出した。
会場内では、SIP-sdusへの期待や要望を書き込める、メッセージカードを用意。351件のメッセージを入手。

社会受容性等を把握するため、アンケートを実施し、409件の回答を得る。
屋外では、 次世代バス技術体験会（場外試乗・場内試乗）、交差点での事故防止体験、歩行者探知レーダー体

験を実施するための、設備や図面を制作。

■来場者、体験者人数
来場者数/1,035名。ガイドツアー参加者/277名。屋内正着制御体験/308名。シミュレーター(筑波大)/136名。シ
ミュレーター(産総研)/132名。屋外体験(場外コース)/127名。場内コース/100名。誘導線方式正着制御試乗体験
/240名。見通しの悪い交差点体験/244名

■ イベント全体の評価
本イベントに対して、アンケート回答者の約9割が満足と評価しており、参加者にとってイベント全体の総合的な評価が高

かった。また、イベント参加後、SIPの取組み及び自動運転に対する理解と関心が深まったことも明らかになり、自動走行シ
ステムの社会実装への加速と社会的受容性の向上に寄与した結果となった。

■ 自動運転に対する認知度、及び受容性
今回のアンケート調査では、自動運転の認知度、自動運転への期待が高いことが分かり、ほぼ全ての回答者が自動運

転の導入に肯定的な見方をしていることが明らかになった。

■ 来場者の特性
年代別では40代・50代が全体の6割を占めた。性別では男性が8割、職業別では会社員が8割となった。
アンケート回答者の半数が普段自動運転に係る業務や学業に携わっていることが分かった。

■ イベントの参加動機、認知方法
参加理由の4割を「SIP自動走行システムの取組みに関心があったため」が占めた。
本イベントを知る前からSIPを知っていた方は全体の7割を占めた。

■ イベント参加前後での意識の変化
アンケート回答者の半数以上が、イベント参加後、SIPの取組み及び自動運転に対する関心と理解が深化した。
今後も最新の技術動向や道路交通に関する法律・ルールの情報提供が求められている。

■ 展示内容の理解度
展示内容の理解度は、全てのゾーンにおいて高かった。
興味を持ったテーマ、難しかったテーマの両方でZone 04「運転を任せられるクルマ」が最多回答で選ばれた。

■ 自動運転への意識
アンケート回答者における自動運転車の認知度は、約9割と高い結果になった。
自動運転車に対して、道路交通の安全性の向上と利便性の向上に大きな期待が寄せられていることが分かった。

■ 自動運転の導入に対する意識
自動運転の導入に対して、「非常に肯定的」と「どちらかといえば肯定的」が回答の9割超を占めた。一方で、安全性の担
保や事故対応が導入に向けた不安として挙げられた。
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Overview
The event was held on February 6 and 7, 2019 at the TFT Hall 300 and 1000 (next to the G1 parking area) located in Ariake, Tokyo. A 
website, leaflets and brochures were created to promote the event. The details of the exhibition such as the layout and construction 
were decided after interviews with SIP-adus research members and multiple visits to the venue. Operation guidelines and manuals 
were also created ahead of the presentation.
The title, ” SIP-adus showcase “Future with Automated Driving - Mobility Bringing Everyone a smile - ” was decided to interest the 
public with an easy to understand description of the exhibition.
In order to provide details with accurate information about SIP’s results, SIP researchers were invited to provide detailed explanations 
to visitors. Guided tours with automotive journalists were also held at the event. Visitors were given an explanation of each area of 
research prior to the tour, and participants were able to form a deeper understanding of the research and felt more satisfied with the 
event.
Videos shown at the event were created in collaboration with TNS Inc., and were produced to create a unified atmosphere between the 
video and the exhibition. Message cards and an area to post messages to SIP-adus was created within the venue, and 351 visitors 
posted their messages. In addition, 409 visitors responded to a survey about the general public’s views towards autonomous driving.

Attendance and number of participants
Total attendance: 1,035; Guided tours: 277; Indoor precise docking control system: 308; Simulator (Tsukuba Univ.): 136; Simulator 
(AIST): 132; Outdoor (public road): 127; Outdoor (track): 100; Guided-path precise docking control system test ride: 240; Next-
generation intersection: 244

Overall assessment
90% of respondents stated they were responded positively when asked about their overall opinion about the event. Furthermore,
many stated that they gained a greater understanding of SIP’s activities as well as autonomous driving in general. We believe that this 
event will help in speeding up the adoption of autonomous driving as well as increase its acceptance.

Awareness/reception of autonomous driving
The survey revealed that awareness and acceptance of autonomous driving is very high. Almost all respondents were very positive 
towards the implementation of autonomous driving.

Characteristics
60% of visitors were aged between 40 and 59. 80% were male, and 80% were office workers. Approximately half of the respondents 
stated that they were involved with autonomous driving either for work or in education.

Reason for participating/how visitors learned about the event
40% of respondents said they participated in the event because they were interested in SIP’s efforts in autonomous driving. 
Approximately 70% stated they knew about SIP prior to participating in this event.

Changes in opinion after participation
Over half of respondents said they were able to deepen their understanding and become more interested in SIP’s activities and about 
autonomous driving. We believe it is necessary to continue to provide the public with information about new technologies and traffic 
laws/rules.

Understanding of the exhibits
Most visitors responded that they were able to easily understand the exhibits in each zone. Zone 4 was listed the most for both the 
most interesting Zone, and the Zone most difficult to understand.

Awareness of autonomous driving
90% of respondents were aware of autonomous driving vehicles. Many showed growing anticipation for increased safety and 
convenience with the adoption of autonomous driving.

Views towards autonomous driving
Over 90% of respondents were “very positive” or “positive” towards the adoption of autonomous driving. However, some expressed 
concerns about guarantees on safety and how accidents would be handled. 

Outside of the venue, we created blueprints and equipment for the next-generation bus technology experience (on temporary 
course/public roads) was held as a way to allow visitors to experience technologies that prevent accidents in intersections and radars 
that detect pedestrians.
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●実施概要

イ ベ ン ト 名 ：

主 催 者 ：

実 施 日 時 ：

実 施 場 所 ：

実 施 目 的 ：

参 加 方 法 ：

入 場 料 ：

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）
自動運転のある未来ショーケース～あらゆる人に移動の自由を～

内閣府／国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構(NEDO)

2019年2月5日(火) 09:00～21:00 設営
6日(水) 09:30～10:30 メディア事前取材

10:30～17:00 一般公開 ※市民ダイアローグ17:30～19:30実施
7日(木) 10:00～17:00 一般公開 ※18:00～撤去

東京ファッションタウンビル(TFT) ホール1000・ホール300、G1臨時駐車場

・5年間のSIP自動走行システム研究に関する成果を発信し、
その成果の活用と社会実装を加速するとともに、SIP自動走行の輪を広げる

・体験型現物展示やシミュレーターなどを活用し、成果を分かりやすく発信する。
・社会実装に向け、研究者と実用化に関わる方々の対話、マッチングの場を提供。

WEBサイトより事前登録し、確認メールを受付に提示 ※当日受付も可能

無料

イ ベ ン ト 名 ：

テ ー マ ：

実 施 日 時 ：

実 施 場 所 ：

実 施 目 的 ：

参 加 方 法 ：

入 場 料 ：

市民ダイアログ（シンポジウム）

「自動運転の安心・安全について」～一緒に考えよう 未来社会の安心・安全～

2019年2月6日(水) 17:30～19:30（受付開始：16:45）

東京ファッションタウンビル(TFT) ホール300

自動運転の安心・安全について取り組む専門家がパネルディスカッションを行い、「自動運転で交通社会
はどこまで安全になるか」などに関して議論。
専門家による正確な情報提供の場を設けることで、市民の自動運転に対する不安を取り除き、正しい理
解を深めることを目的とする。

WEBサイトより事前登録し、確認メールを受付に提示／定員100名程度

無料

●併催イベント実施概要
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●Welcome Gate 自動走行が目指す安心安全な社会へ

近い将来、AIやロボット、センシング技術が飛躍的に進化することにより、自動運転は "移動" の概念をさらに拡大し、
社会の様々なシーンに変革をもたらします。
＜展示内容＞
・モビリティの歴史を展示
・世界一の道路交通社会を目指した官民のロードマップ
・自動運転の実現に必要な法制度の見直し方針
・日本各地で行われる政府主導の実証実験
・自動運転車両の車検はどうあるべきか
＜出展＞
内閣官房、国土交通省

●掲出パネル（Zone内）

0-1 0-2 0-3

0-6
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●掲出パネル（通路）

●記録写真

0-4 0-5 5-1
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●Zone1 リアルタイムに対応する3D地図 自動走行を実現させるために

高精度3次元のデジタル地図と、刻々と変化する様々な周辺情報を活用することにより、自動走行を実現します。
＜展示内容＞
・自動運転に必要な高精度３D地図とは
・地図・交通情報との連携によって得られるベネフィットを大画面で体験
・高速道や一般道など公道での実証実験による検証、国際標準化への取組
・刻一刻と変わる信号機の色をシームレスに自動運転車両に伝える技術
・ダイナミックマップ基盤㈱の成立、事業展開
・自動運転以外の分野での活用、多用途展開
＜出展＞
三菱電機㈱、アイサンテクノロジー㈱、インクリメントピー㈱、㈱ゼンリン、㈱トヨタマップマスター、㈱パスコ、
ダイナミックマップ基盤㈱、富士通㈱、㈱NTTデータ、沖電気工業㈱、NEC、パイオニア㈱、日立製作所㈱、警察庁

●掲出パネル

1-1 1-2 1-3

1-4 1-5 1-6
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●記録写真
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●Zone2 人とクルマがつながる交差点 交通事故死亡者ゼロを目指して

交通死亡事故の5割が交差点で起きています。高度な自動走行システムは、交通事故死者の低減や渋滞軽減への
効果が期待できます。
＜展示内容＞
・会場内に実物大交差点が出現
・交差点に設置されたセンサーを使って横断する歩行者の見落としを防止
・スマホアプリで信号機と歩行者がやりとりをすることで安全な横断をサポート
・自動運転技術を活用した車と人の衝突防止
・自動運転による事故低減効果をシミュレーションで分析
・自動運転によって渋滞が減るとCO2削減につながる
＜出展＞
警察庁、総務省、パナソニック㈱、日本工営㈱、産業技術総合研究所、パシフィックコンサルタンツ㈱、
日本信号㈱、UTMS協会

●掲出パネル
2-1 2-2 2-3

2-4 2-5 2-6
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●記録写真
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●Zone3 やさしい次世代の公共交通 すべての人に移動の自由を

近距離の移動に便利な公共交通バスを、高齢者や車いすの方など誰もが気軽に利用できるようになれば移動の
範囲を広げることができます。
＜展示内容＞
・次世代のバス交通システムの開発、バス優先交通システム（PTPS）の高度化
・車いすなど移動制約者のための段差のない道順ナビゲーションアプリ
・沖縄県における自動運転バス実証実験
・高齢化が進む地域での自動運転サービスの社会実装
＜出展＞
㈱ジェイテクト、㈱日立製作所、パシフィックコンサルタンツ㈱、(一財)計量計画研究所、内閣府、国土交通省

●掲出パネル

3-1 3-2 3-3

3-4 3-5



実施内容

Page.14

●記録写真
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●Zone4 運転を任せられるクルマ 車と人の理想的な関係をつくる

安全かつ円滑な自動走行を実現するには、ドライバーが車の状態を瞬時に認識することが求められます。
並行して、車はドライバーの状態を認識し、自動走行への移行の可否を判断します。
＜展示内容＞
・産総研、筑波大、慶応大研究チームによる自動運転車両とドライバーのコミュニケーション体験
・自動運転の車両のセキュリティ対策
＜出展＞
産業技術総合研究所、筑波大学、慶応大学、東京都ビジネスサービス㈱、㈱デンソー、
PwCコンサルティング合同会社

●掲出パネル

4-1 4-2 4-3
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●記録写真
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●Zone5 その先の社会への第一歩 自動走行が社会の未来を変える

日本は、産学官が連携し5つの課題解決に向けて実証実験を重ねてきました。さらに2020東京オリパラを見据え、
高度な自動走行システムの実用化を加速させます。
＜展示内容＞
・昨年末に発表された「道交法改正試案」の最新情報
・次の自動運転プロジェクト「SIP第2期自動運転」の取組
・みんなで考えるSociety5.0と自動運転、人間中心の社会へ
・メッセージボート
＜出展＞
警察庁、内閣府

●掲出パネル

●記録写真

5-4 5-6



実施内容

Page.18

●Community Salon

お客様と説明員のコミュニケーションをとる場として設定。
＜展示内容＞
・アンケート記入
・ドリンク提供

●掲出パネル

●記録写真

5-5
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●Technology Gallery

ホール内では説明しきれない、各社の研究内容の詳細を説明する場。
＜出展＞
・パナソニック㈱
・計量計画研究所
・パシフィックコンサルタンツ㈱
・日立製作所
・㈱JTEKT

●掲出パネル

6-1 6-2 6-3

6-4 6-5 6-6
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●掲出パネル

●記録写真

6-7 6-8 6-9
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●自動走行体験Zone 自動走行の世界を身近に

レベル2の自動走行を体験し、次世代交通を身近に感じていただきます。
＜体験内容＞
・次世代バス技術体験会（場外試乗・場内試乗）
・誘導線方式正着制御試乗体験
・交差点での事故防止体験
・歩行者探知レーダー体験
＜出展＞
㈱ジェイテクト、日本工営㈱、パナソニック㈱

●記録写真
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主催

内閣府
国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構(NEDO)

制作管理・統括・事務局

株式会社電通名鉄コミュニケーションズ

展示統括

ジャッジプラス

協力

国際自動車ジャーナリスト
清水和夫様

施工

株式会社ダイタデザインオフィス

映像・音響

株式会社映像センター

運営

株式会社DNA

映像制作

TNS株式会社

企画・構成

株式会社コンプラン



運営人員リスト
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ポジション P数 人数 役割

運営統括

統括ディレクター 1P 1名 運営統括管理

統括AD 1P 1名 運営統括管理補助

庶務スタッフ 2P 2名 各種庶務業務

受付

受付ディレクター 1P 1名 来場者受付全体管理業務

受付スタッフ 3P 5名 来場者受付業務/関係者受付/PRESS受付

受付前誘導スタッフ 2P 3名 受付前誘導・当日受付案内

ガイドツアー

ガイドツアーディレクター 1P 1名 体験プログラム全体管理業務

ガイドツアー受付スタッフ 2P 3名 ガイドツアー受付業務

ガイドツアー補助スタッフ 2P 3名 ガイドツアー最後尾フォロー業務

会場内誘
導

会場誘導ディレクター 1P 1名 会場内誘導全体管理業務

会場誘導アシスタントディレクター 2P 2名 会場内誘導全体管理補助

ホール内誘導スタッフ 4P 6名 会場内誘導業務

ホール～屋外誘導スタッフ 4P 6名 TechnologyGallery付近誘導/屋外誘導

正着制御体験スタッフ 2P 3名 正着制御体験待機列整理・誘導業務

シミュレーター体験スタッフ 2P 3名 シミュレーター待機列整理・誘導業務

アンケートスタッフ 2P 3名 アンケート配布・回収業務

コミュニティーゾーン清掃スタッフ 1P
3名

コミュニティーゾーン清掃業務／メッセージボード案内業務

メッセージスタッフ 1P メッセージボード案内業務

屋外体験

屋外体験ディレクター 1P 1名 屋外体験全体管理業務

受付スタッフ 2P 3名 屋外体験受付業務

屋外体験誘導スタッフ 2P 3名 屋外体験誘導業務

合計 54名

●運営人員リスト



事務局



事務局
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●主な作業

・ 出展者対応 メール／電話
・ 来場登録、ガイドツアー申し込み・キャンセル取りまとめ メール／電話
・ 一般問い合わせ対応 メール／電話
・ メディア問い合わせ対応 メール／電話
・ メディアへの取材案内 メール／電話／FAX
・ 日本バス協会へのメルマガ配信依頼・配信文書作成（1/15配信）
・ 自動車技術会へのメルマガ配信依頼・配信文書作成（1/23配信）
・ リーフレットの制作・各所への送付

（都道府県会館の各事務所にポスティング※一部、郵送 バス協会へデータ送付）
・ 筑波大学DSの運送・搬入出
・ その他、什器搬入出
・ 会場（G1地区）との調整・報告書作成など

●事務局所感

事務局として電話場号・メールアドレスを取得し、出展社やメディア、一般からの問い合わせなどに対応した。
一般からの問い合わせとして多かったのは、「屋外の体験コンテンツの事前予約の可否について」で、
こちらに関しては、当日、先着順での受付になるという旨をご理解いただけるよう心がけた。
来場登録・ガイドツアーの受付は12/27日のサイトリリースと同時に開始し、
年末年始という時期的な影響か最初は申し込み数が伸び悩んだが、1月中旬程から徐々に申し込みが増えていった。
ガイドツアーに関しては一月中に申し込みが満枠となった。
これに関してはバス協会・自技会メルマガ配信時期と重なるため、申し込みの増加にメルマガの配信が一定の効果があったと
考える。

■リーフレット 1,000部印刷

（表） （裏）



Webサイト制作



Webサイトの制作
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●Webサイトの制作

平成30年12月27日に関係メディアに対して、プレスリリースの配信に併せてWebサイトを公開

トップページ

概要ページ



Webサイトの制作
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来場登録ページ

体験プログラムページ



Webサイトの制作
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ガイドツアー申込ページ

市民ダイアログページ



Webサイトの制作
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利用規約

プライバシーポリシー



プレスリリース



プレスリリース
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●プレスリリースの配信

内閣府より、平成３０年１２月２７日に関係メディアに対して、プレスリリースを配信。



メディア



メディア
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●web事前露出

●web事後露出

…元記事

掲載日 媒体名 媒体社 タイトル URL

2月6日 carwatch インプレス
内閣府とNEDO、「自動運転のある未来のショーケース」を東

京・有明TFTホールで開催。自動運転バスに試乗可能

https://car.watc

h.impress.co.jp/

docs/news/1168

541.html

2月6日 yahoo!ニュース ヤフー
内閣府とNEDO、「自動運転のある未来のショーケース」を東京・

有明TFTホールで開催。自動運転バスに試乗可能
carwatch転載

https://headlines.y

ahoo.co.jp/hl?a=2

0190206-

00000123-

impress-ind

2月7日 response イード
すきま5cm、バスの幅寄せ…内閣府SIPが自動運転の研究

成果を披露［フォトレポート］

https://response

.jp/article/2019/

02/07/318867.h

tml

2月7日 yahoo!ニュース ヤフー
すきま5cm、バスの幅寄せ…内閣府SIPが自動運転の研究成

果を披露［フォトレポート］
response転載

https://headlines.y

ahoo.co.jp/hl?a=2

0190207-

00000000-rps-sci

2月7日 carview! カービュー
すきま5cm、バスの幅寄せ…内閣府SIPが自動運転の研究成

果を披露［フォトレポート］
response転載

https://carview.ya

hoo.co.jp/news/m

arket/20190207-

10381755-

carview/

…元記事

掲載日 媒体名 媒体社 タイトル URL

1月18日 carview! カービュー
メディアも注目する自動運転を体験＆学べる！　2/6～

7、東京有明で無料ガイドツアーあります

https://carview

.yahoo.co.jp/ne

ws/market/20

190118-

10376879-

carview/

1月23日 NewsInsight マイナビ
自動運転とMaaSが世界の共通言語に? 「CES

2019」で自動車会社は何を語ったか

https://biz.ne

ws.mynavi.jp/a

rticles/-/2322

1月23日 ニコニコニュース ドワンゴ
自動運転とMaaSが世界の共通言語に? 「CES 2019」

で自動車会社は何を語ったか

NewsInsight

転載

https://news.nic

ovideo.jp/watch/

nw4709991

●紙媒体事後露出

掲載日 媒体名 媒体社 タイトル カラー サイズ

2月7日 日刊自動車新聞 日刊自動車新聞社 バス停に隙間なく停車　SIP自動運転技術を披露 1C 42cm

●広報施策
・内閣府様、NEDO様のHP等を通してのプレスリリースの発信
・国際自動車ジャーナリスト清水和夫氏をアドバイザーとして起用
→展示内容のアドバイスだけでなく、NewsInsightでの清水氏の連載記事でも紹介いただいた。
・日本バス協会のメルマガにて、案内を配信
・自動車技術会のメルマガにて、案内を配信
・事務局より各自動車関連メディア、一般メディアを案内を送付
・都道府県事務所へのリーフレット送付



来場者集計



来場者集計
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TIME 事前 当日 時間計 累計

10:30-11:00 101名 30名 131名 131名

11:00-12:00 38名 9名 47名 178名

12:00-13:00 47名 23名 70名 248名

13:00-14:00 49名 18名 67名 315名

14:00-15:00 74名 13名 87名 402名

15:00-16:00 65名 35名 100名 502名

16:00-16:45 18名 36名 54名 556名

合計 392名 164名

●2月6日（水）来場者数

●2月7日（木）来場者数

TIME 事前 当日 時間計 累計

10:00-11:00 68名 32名 100名 100名

11:00-12:00 46名 14名 60名 160名

12:00-13:00 37名 19名 56名 216名

13:00-14:00 51名 32名 83名 299名

14:00-15:00 46名 32名 78名 377名

15:00-16:00 39名 41名 80名 457名

16:00-16:45 11名 11名 22名 479名

合計 298名 181名

●2日間合計来場者数

TIME 事前 当日 時間計 累計

10:00-11:00 169名 62名 231名 231名

11:00-12:00 84名 23名 107名 338名

12:00-13:00 84名 42名 126名 464名

13:00-14:00 100名 50名 150名 614名

14:00-15:00 120名 45名 165名 779名

15:00-16:00 104名 76名 180名 959名

16:00-16:45 29名 47名 76名 1035名

合計 690名 345名



来場者集計
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●2月6日（水）来場者数

事前登録

71%

当日受付

29%

2月6日（水） 2月7日（木）

事前登録

62%

当日受付

38%

2日間

事前登録

67%

当日受付

33%

●年代

年代
人数

事前 当日 総合計

10代 0人 0人 0人

20代 56人 36人 92人

30代 114人 46人 160人

40代 186人 107人 293人

50代 250人 124人 374人

60代 70人 30人 100人

70代 14人 0人 14人

80代 0人 0人 0人

事前 当日 総合計

20代

8%
30代

17%

40代

27%

50代

36%

60代

10%

70代

2%

20代

11%
30代

13%

40代

31%

50代

36%

60代

9%

20代

9%
30代

16%

40代

28%

50代

36%

60代

10%

70代

1%



来場者集計
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●居住地

居住地
人数

事前 当日 総合計

東京都 310人 187人 497人

神奈川県 138人 51人 189人

埼玉県 53人 32人 85人

千葉県 52人 24人 76人

愛知県 26人 7人 33人

静岡県 19人 3人 22人

茨城県 15人 4人 19人

栃木県 13人 4人 17人

兵庫県 12人 3人 15人

群馬県 9人 5人 14人

大阪府 8人 4人 12人

京都府 5人 0人 5人

長野県 5人 2人 7人

福岡県 5人 2人 7人

北海道 4人 3人 7人

石川県 3人 2人 5人

福島県 3人 0人 3人

岡山県 2人 1人 3人

広島県 2人 0人 2人

三重県 2人 0人 2人

滋賀県 1人 1人 2人

大分県 1人 0人 1人

奈良県 1人 0人 1人

日本以外 1人 0人 1人

事前 当日 総合計

東京都

45%

神奈川県

20%

埼玉県

8%

千葉県

8%

愛知県

4%

東京都

56%

神奈川県

15%

埼玉県

10%

千葉県

7%

東京都

48%

神奈川県

18%

埼玉県

8%

千葉県

7%

愛知県

3%



来場者集計

Page.40

●職業

事前 当日 総合計

職業
人数

事前 当日 総合計

A. 営業、事務、企画系 218人 81人 299人

B. 運送業 12人 9人 21人

C. バス・タクシーなどの交通事業 16人 26人 42人

D. 自治体・公務員 83人 61人 144人

E. その他の産業 336人 126人 462人

F. その他（学生、主婦、無職等） 22人 20人 42人

A. 営業、事務、企画系

32%

B. 運送業 2%

C. バス・タクシーなどの交通事業

2%

D. 自治体・公務員

12%

E. その他の

産業

49%

F. その他（学生、主婦、無職等）

3%

A. 営業、事務、企画系

25%

B. 運送 3%

C. バス・タクシーなどの交通事業

8%

D. 自治体・公務員

19%

E. その他の産業

39%

F. その他（学生、主婦、無職等）

6%

A. 営業、事務、企画系

30%

B. 運送業 2%

C. バス・タクシーなどの交通事業

4%

D. 自治体・公務員

14%

E. その他の産業

46%

F. その他（学生、主婦、無職等）

4%



来場者集計
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●業種

事前 当日 総合計

業種
人数

事前 当日 総合計

A. 自動車関連製造、販売業 290人 154人 444人

B. サービス系、販売系 0人 9人 9人

C. 専門職系 54人 15人 69人

D. 技術職系 247人 93人 340人

E. クリエイティブ系 17人 8人 25人

F. その他（教師、公務員など） 55人 22人 77人

G. 学生、主婦、無職 12人 6人 18人

A. 自動車関連製造、販売業

43%

C. 専門職系

8%

D. 技術職系

37%

E. クリエイティブ系

2%

F. その他（教師、公務員など）

8%

G. 学生、主婦、無職 2%

A. 自動車関連製造、販売業

50%

B. サービス系、販売系

3%

C. 専門職 5%

D. 技術職系

30%

E. クリエイティブ系

3%

F. その他（教師、公務員など）

7%

G. 学生、主婦、無職 2%

A. 自動車関連製造、販売業

45%

B. サービス系、販売系

1%

C. 専門職 7%

D. 技術職系

35%

E. クリエイティブ系

2%

F. その他（教師、公務員など）

8%

G. 学生、主婦、無職 2%



各体験コンテンツ集計



体験コーナー（正着制御）
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TIME 2月6日（水） 2月7日（木）

9:30-10:00 1名

10:00-11:00 4名 21名

11:00-12:00 12名 27名

12:00-13:00 13名 28名

13:00-14:00 18名 16名

14:00-15:00 27名 30名

15:00-16:00 25名 35名

16:00-17:00 19名 32名

合計 119名 189名

2日間合計 308 名

●体験者数

●記録写真



TIME 2月6日（水） 2月7日（木）

9:30-10:00 0名

10:00-11:00 4名 11名

11:00-12:00 11名 10名

12:00-13:00 9名 8名

13:00-14:00 6名 10名

14:00-15:00 15名 10名

15:00-16:00 14名 7名

16:00-17:00 10名 7名

合計 69名 63名

2日間合計 132 名

体験コーナー（シミュレーター_わき見）

Page.44

●体験者数

●記録写真



TIME 2月6日（水） 2月7日（木）

9:30-10:00 1名

10:00-11:00 0名 10名

11:00-12:00 9名 13名

12:00-13:00 11名 11名

13:00-14:00 10名 6名

14:00-15:00 9名 12名

15:00-16:00 16名 9名

16:00-17:00 11名 8名

合計 67名 69名

2日間合計 136 名

体験コーナー（シミュレーター_障害物）

Page.45

●体験者数

●記録写真



メッセージボード
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●体験者数

メッセージ
2月6日（水） 2月7日（木） 合計

177枚 174枚 351枚

No. カテゴリー 代表的なコメント 件数

1 事故の無い社会を！！ 59

2 安心・安全な車社会 43

3 あらゆる場所にあらゆる人が簡単に移動できる社会

4 誰にでも利用でき皆の生活を豊かに

5 渋滞ゼロの社会に 6

6 車とコミュニケーションをとりながら楽しく移動出来る、事故のない社会

7 自動運転だけでなく、運転する楽しみと共存できること

8 楽だけでなく人々の暮らしが幸福になると良いと思う

9 早く実現しちゃいましょう

10 街の形・風景が良くなりますように

11 自動運転有無車の混走が心配 1

12 中国に負けるな！ 1

13 第二期SIP頑張るぞ！ 1

14 すごくわかりやすい未来感でした 1

合計 351

多かった声

期待の声

心配の声

その他

183

56



メッセージボード
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●記録写真



TIME 2月6日（水） 2月7日（木）

10:00-10:55 1名

11:30-12:25 1名

13:00-13:55 1名 5名

14:30-15:25 1名 4名

16:00-16:55 4名 0名

合計 7名 10名

2日間合計 17名

次世代バス技術体験（場外）

Page.48

●体験者数
(当日受付者のみの人数)

●記録写真



TIME 2月6日（水） 2月7日（木）

11:15-11:30 4名 10名

12:45-13:00 9名 16名

14:15-14:30 15名 17名

15:45-16:00 18名 11名

合計 46名 54名

2日間合計 100名

次世代バス技術体験（場内）

Page.49

●体験者数

●記録写真



TIME 2月6日（水） 2月7日（木）

10:15-10:35 1名

10:35-10:55 2名 2名

11:45-12:05 13名 18名

12:05-12:25 4名 5名

13:15-13:35 18名 17名

13:35-13:55 13名 11名

14:45-15:05 18名 18名

15:05-15:25 18名 12名

16:15-16:35 18名 17名

16:35-16:55 18名 17名

合計 122名 118名

2日間合計 240名

誘導線方式正着制御試乗体験

Page.50

●体験者数

●記録写真



TIME 2月6日（水） 2月7日（木）

9:30-10:00 0名

10:00-11:00 4名 5名

11:00-12:00 8名 16名

12:00-13:00 9名 35名

13:00-14:00 23名 24名

14:00-15:00 19名 11名

15:00-16:00 25名 24名

16:00-17:00 27名 14名

合計 115名 129名

2日間合計 244名

交差点での事故防止体験／歩行者探知レーダー体験

Page.51

●体験者数

●記録写真



ジャーナリストによるガイドツアー
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2月6日 2月7日

回/時間 ストラップ色 ガイド 回/時間 ストラップ色 ガイド

10:00

▼10:00 OPEN

▼10:30 OPEN

11:00

第1回 10:30~11:00 赤 楠田悦子さん

第1回 11:00~11:30 赤 飯田裕子さん 第2回 11:00~11:30 みどり 飯田裕子さん

12:00

第2回 11:30~12:00 みどり 佐藤久美さん 第3回 11:30~12:00 黄色 佐藤久美さん

第3回 12:00~12:30 黄色 吉田由美さん 第4回 12:00~12:30 グレー 吉田由美さん

13:00

第4回 12:30~13:00 グレー 楠田悦子さん 第5回 12:30~13:00 赤 楠田悦子さん

第5回 13:00~13:30 赤 飯田裕子さん 第6回 13:00~13:30 みどり 飯田裕子さん

14:00

第6回 13:30~14:00 みどり 佐藤久美さん 第7回 13:30~14:00 黄色 佐藤久美さん

第7回 14:00~14:30 黄色 吉田由美さん 第8回 14:00~14:30 グレー 吉田由美さん

15:00

第8回 14:30~15:00 グレー 楠田悦子さん 第9回 14:30~15:00 赤 楠田悦子さん

第9回 15:00~15:30 赤 飯田裕子さん 第10回 15:00~15:30 みどり 飯田裕子さん

16:00

第10回 15:30~16:00 みどり 佐藤久美さん 第11回 15:30~16:00 黄色 佐藤久美さん

第11回 16:00~16:30 黄色 吉田由美さん 第12回 16:00~16:30 グレー 吉田由美さん

17:00
第12回 16:30~17:00 グレー 楠田悦子さん 第13回 16:30~17:00 赤 楠田悦子さん

▲17:00 CLOSE ▲17:00 CLOSE

●ガイドツアー実施スケジュール

佐藤久美さん 吉田由美さん飯田裕子さん
楠田悦子さん



TIME
2月6日（水） 2月7日（木）

事前 当日 合計 事前 当日 合計

10:30-11:00 5名 8名 13名

11:00-11:30 6名 3名 9名 5名 7名 12名

11:30-12:00 9名 2名 11名 6名 2名 8名

12:00-12:30 6名 6名 12名 7名 2名 9名

12:30-13:00 5名 4名 9名 8名 4名 12名

13:00-13:30 9名 3名 12名 8名 4名 12名

13:30-14:00 10名 1名 11名 6名 6名 12名

14:00-14:30 4名 1名 5名 8名 7名 15名

14:30-15:00 8名 6名 14名 3名 7名 10名

15:00-15:30 6名 7名 13名 5名 8名 13名

15:30-16:00 10名 4名 14名 7名 3名 10名

16:00-16:30 3名 10名 13名 5名 7名 12名

16:30-17:00 8名 2名 10名 4名 5名 9名

合計 84名 49名 133名 77名 70名 147名

2日間合計 280名

ガイドツアー
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●体験者数

●記録写真



アンケート集計



アンケート
2月6日（水） 2月7日（木） 合計

197枚 212枚 409枚

アンケート
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●体験者数

詳細は別紙にてご報告
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契約管理番号：１８１０１１８８－０


